
第 2 回協議会 

H20.11.4. 資料-2 

 箕面市における交通の現状と課題、課題解決の基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《都市交通のあり方》 

○豊かな生活の実現、少子高齢化社会への対

応、環境負荷の軽減 

○クルマ社会からの脱却、公共交通利用への

転換（都市鉄道の整備、公共交通の整備、

システムの高度化） 

○近畿地方交通審議会答申(H16.10) 

○社会資本整備重点計画（H15～5 ヶ年） 

○運輸政策審議会 20 号答申（H12） 

○都市計画中央審議会答申（H9） 

《北大阪急行線の延伸》 

○中長期的に望まれる鉄道ネットワークに

位置づけ 

【上位計画】                                      

【現状】 

■箕面市の都市構造             

・徒歩・自転車による移動抵抗が大きい地形 

・豊かな観光資源 

・鉄道駅がない地域での宅地開発 

・道路の利便性を活かしたまちの形成 

・ロードサイト型店舗の増加 

■交通の現状                 

○交通流動 

・大阪都心との結びつきが極めて強い 

・千里中央指向 

・広域交通の高い利便性 

○公共交通サービス 

・鉄道アクセス不便地域 

・市内バスサービスの不足 

・公共交通サービスへの市民の不満 

○自動車の利用 

・自家用車への過度な依存 

・観光期の交通渋滞 

■まちづくりの現状              

・中心市街地、船場卸商団地の活力低下 

・かやの中央、小野原地区土地区画整理の進展 

【交通面の課題】 

○公共交通主体のまちづくりへの転換 

○大阪都心との結節強化 

○市内移動における公共交通利便性向上 

○適正な自動車利用 

（過度な自家用車依存からの脱却） 

○観光交通の適正化 

○鉄道延伸後の新たな交通体系の構築 

○新たな交通需要への対応 

【社会情勢の変化に伴う新たな視点】    

・少子高齢化の進展への対応 

・コンパクトなまちづくりの推進 

・バリアフリーの推進 

・環境負荷の軽減 

・健康増進（自転車の利用促進） 

※下線部を本協議会で検討

■公共交通の利用促進（短期的） 

○適正な自家用車利用に向けた市民への働きかけ 

・ＭＭ（自発的な行動変容）の推進 

○バスの利便性向上 

・市内循環バス路線の構築

・バスサービスの改善 

・バス利用環境の改善 

○自転車と公共交通との連携強化 

・バス停駐輪場（ｻｲｸﾙｱﾝﾄﾞﾊﾞｽﾗｲﾄﾞ）の推進 

・バス停勢圏の拡大 

○観光交通の適正化 

 ・ＴＤＭ、パークアンドライドﾞ 

■公共交通のあり方（広域的・中長期的） 

○公共交通へのシフトを促進する交通基盤の構築 

・北大阪急行線の延伸 

・新駅設置に伴うバス路線再編によるネットワーク強化 

・広域バス路線の拠点化 

○大阪都心方面へのアクセス性の改善 

・北大阪急行線の延伸 

○都市拠点、生活拠点間の連携強化 

・市内循環バス路線の構築 

○北大阪地域の広域的な交通結節機能の確保 

・かやの中央地区の交通結節点化 

【交通ネットワーク活性化の基本方針】 

第四次箕面市総合計画 

《利用しやすい公共交通ネットワーク》 

○北大阪急行線の延伸 

○市内を循環する公共交通の充実 

○公共交通機関利用への誘導 

■大規模開発の進展             

・大規模開発の進展による人口の増加 

（箕面森町、彩都） 

■交通ネットワークの充実          

○北大阪急行線の延伸 

・大阪都心へのアクセス改善 

・新たな交通結節機能の確保 

○新名神高速道路の開通 

・広域交通ネットワークの強化 

・国土軸との結節 

【計画】 

 「北大阪急行線延伸整備計画策定調査 報告書」（平成 19 年 3 月）を元に作成
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■広域交通ネットワークの充実 

現在、新名神高速道路や第二京阪道路の整備が進められており、今後、広域的な交通ネットワーク

の充実が図られる。 

北大阪急行線に並行する国道４２３号は、国土軸に結節する南北軸を担う重要な道路であるため、

北大阪急行線延伸の具体化にあたっては、これらの交通ネットワークを前提に、自動車交通から鉄道

等の公共交通への転換を図る必要がある。 

 

 

国土軸との結節 

広域的な交通結

節点としての機能 

北大阪急行線の延伸 

国土軸の整備 

図 広域交通体系 
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